
令和2年7月豪雨による災害における国有林林道の活用
（九州森林管理局 熊本南部森林管理署管内：球磨郡球磨村）

令和2年7月10日

・令和2年7月豪雨による球磨川の増水により、国道219号線及びその沿線に架かる橋梁が通行不能となり、球磨郡球磨村の

複数の集落が孤立。

・7月6日8時30分 熊本南部森林管理署において、熊本県、自衛隊等と孤立集落のアクセス確保について打合せ。国有林林道

（鹿目林道（丸岩側））及び民有林林道（大無田林道）を活用することとし、熊本南部森林管理署の先導により現地を確認。

・同日中に迂回路が開通し孤立集落に車で到達。

・今後、幹線道が復旧するまでの間は、本ルートが地域住民の生活道等として活用される見込み。

国道219号線の被災状況（球磨橋付近）

国有林林道

（鹿目林道（丸岩側））
かな め通行不可 車両通行可能

孤立が解消された集落（車で到達）

▲ 孤立が解消された集落（徒歩で到達）

※一部聞き取りによる情報あり
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R2.7.7 15:00時点
（熊本県災害対策本部資料等を基に作成）
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関係機関との打合せ（熊本南部森林管理署）

かな め


